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先に『百一夜物語』所収の「シンドバード物語」をM.G.-ドゥモンビンヌのフランス語
訳より紹介した１が、今回はアラビア語原典からの翻訳で紹介する。翻訳底本は、Kita-b
mi’a layla wa layla, ed. Mah・mu
-d T・arshu
-na, Libya and Tunis, Da- r al-‘Arabl-ya li al-
Kita- b, 1979, pp. 240-293である。出版当時判明していたフランスとチュニジアにある６種
（R. Basset旧蔵本は見ていない可能性がある）の写本のうち、1776年という最古の写本年
代を持つフランス国立図書館所蔵の写本（B.N. fonds arabe 3662）を底本とした校訂版
である。どの写本から採ったのかを記していない語句を本文に採用したりしていて必ずし
も優れた版であるとは言い難いが、今のところこれしかない。該当ページは東京大学の杉
田英明教授のご厚意によりコピーで頂いたものである。記して感謝の意を表したい。ドゥ
モンビンヌのフランス語訳はB.N. fonds arabe 3660を翻訳底本とするもので、これは写
本年代を記していない。
フランス語訳とその底本である3660の関係について遅ればせながら補足説明をしておき
たい。フランス語訳の第19話「三つの願い」は3660には含まれておらず、3662（つまり今
回紹介する写本）から補足されたもの、同じく第21話「女たちの悪知恵Ⅱ」と第22話「亜
麻布」はR. Basset旧蔵本の『百一夜物語』より補足されたものである。従って3660の所
収話は全21話ということになる。前稿の44ページ13～24行、46ページ8行～49ページ26行
を削除すると、3660の現状が得られることになる。
さて、紹介済みのフランス語訳（3660）と今回紹介するタルシューナ版（3662）を比べ
ると、第18話「ケーキの象」までの話順は同じであるが、第19話以降に違いが見られるこ
ととなる。3660では第７の大臣の話として第19話「女たちの悪知恵Ia」、第20話「二人の
恋人たち」、王子の話として第21話「毒入りミルク」が続く。3662では第７の大臣の話と
して第19話「三つの願い」、第20話「女たちの悪知恵Ia」が続いて、全20話となる。つま
り、ここに紹介する3662には王子の語る物語はないということになる。3660の第20話「二
人の恋人たち」については、タルシューナ版の第20話「女たちの悪知恵Ia」末の脚注に、
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3660にはこのあとに「二人の恋人たち」が語られているとして、その梗概が記されている
が、王子の語る「毒入りミルク」については触れられていない。もう１つの違いは、フラ
ンス語訳（3660）のほうは第29夜～第47夜に割り当てられているが、タルシューナ版
（3662）では第56夜～第75夜とされている点である。ドゥモンビンヌは利用した４写本に
ついて比較的詳しい註をつけているが、それでも他写本における状況は不明の点が多い。
『百一夜物語』そのものの研究は、まだあまり進んでいないと言える。
本稿は『百一夜物語』所収「王子と七人の大臣の物語」の全訳であるが、可能な限り規
程枚数に近づけるために以下のような変更をしている。①底本は段落をふんだんに設けて
いるが、それを最少にとどめた。読みにくいと思うがお許しいただきたい。②『百一夜』
全体の語り手としてフィフラース・ル・ファイラスーフィーが設定されており、本話の途
中に「彼は語った」という形で18回顔を出すが、初出のみを訳し、あとは省略した。③第
○夜の表示の前後（朝になったことに気づいたシャハラザードが話をやめるという内容の
記述と、「ファイラスーフィーは語った」「彼女（＝シャハラザード）は語りました」とい
う文、物語を聞く王に対する「ああ、ご主人さま」という呼びかけも初出のみ残して、あ
とは省略した。④③のあとに第○夜の表示の直前の文と同じ内容の地の文が繰り返されて
いる場合は、それも省略した。
第２話に出る「近親婚」という訳語については阿久津正幸氏の御教示をいただいた。記
して感謝したい。翻訳にあたり、底本の脚注にある語句を選択した箇所があるが、それに
ついての註は割愛させていただく。
本話の解説としては、脚注１に記した前稿を参照していただければ幸いである。そこに
記したことは基本的には本話にも該当するからである。付け加えるなら、詩が含まれてい
る（本話では２篇）ことが、タルシューナ版の特徴の１つであると言えよう。
『百一夜物語』全体の翻訳が、同じタルシューナ版を底本として、京都ノートルダム女
子大学の鷲見朗子氏によって出版される予定と、杉田英明教授より伺っている（初校時に
12月発売の予告が出た）。また、タルシューナの知らなかった第７番目の写本（カナダ、
トロントのアガ・ハーン・ミュージアム所蔵の13世紀の年号を記す現存最古の写本）によ
るドイツ語訳が2012年夏ごろに出版予定とのことで、どちらも楽しみである。
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さらに彼女（シャハラザード）は語りました。
ああ、王さま、「軍旗の剣
つるぎ
」と呼ばれているある王がいたということです。（皆の者を）
従えた勇敢な英雄で、もっとも偉大な王たちからも恐れられ、力の弱い王たちを服従させ
ていました。「軍旗の剣」である王には、男の子がおりませんでした。王はそのことを悲
しみ、医者や占星術師や賢者たちを招集しました。彼らは王のために、くじ占いや砂占い
（の結果）を考慮し、星を調べてから、こう言いました、「ああ、王さま、喜ばしいことに
近いうちに必ずや男の子に恵まれましょう」。
彼（フィフラース・ル＝ファイラスーフィー）は語った。
王は、最上の食べ物を振舞い続けました。やがて、その時代にこれ以上かわいい子はい
ないというほどの男の子に恵まれました。盛大な祝宴が催され、都や砂漠の人びとがお相
伴にあずかりました。そのあと、（王は）占星術師たちを呼び寄せて、こう言いました、
「わが息子の運勢を、いかなる運命が息子に定められているのかを調べよ」。
皆の者が仕事に取り掛かり、調べたあとで、こう言いました、「ああ、王さま！　御子
息には御長寿が定められております。しかし、満二〇歳を迎えましたときに、お命を奪わ
れかねないような恐ろしいことに見舞われることになりましょう」。
王は占星術師たちが告げたことに驚きました。
ここでシャハラザードは朝になったことに気づき、話すことをやめて口を閉ざしました。
〔第五七夜〕フィフラース・ル＝ファイラスーフィーは語った。
彼女は語りました。
ああ、ご主人さま、王は息子を書
マク
塾
タブ
に入れていたのですが、少年が一二歳になったとき、
ある学者に託しました。少年は、神の望む間、その人のもとで暮らしたのですが、何ひと
つとして学ぶことはありませんでした。王はわが息子のありさまを見るとそれに耐えるこ
とができず、命じて、あらゆる町の学者たちに人を派遣しました。
やがて、全員がそろってやって来ると、王は彼らにこう言いました、「息子の心を支配
しているのが何なのか、調べてくれ。そなたたちの中に息子に教えることのできる者はい
るか？　（いれば）その者に財産なり財宝なりを、好きなだけ与えるぞ」。すると、その
うちの四人の者が立ち上がり、その誰もがこう言いました、「私がお教えいたしましょう、
王さま」。
すると、少年の最初の師であったシンドバードが立ち上がって、こう言ったのです、
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「私が、王さま、この者たちにはできないことを御子息にお教えいたします」。（王はそれ
を無視し、）学者たちのほうを向いて、こう言いました、「（そのほうたちは）どうやって
教えるつもりなのじゃ？」そこで、それぞれが教えようと思っていることを披露しました。
すると、シンドバードがこう言いました、「あなたがたはそれ以外のことを教えること
ができますか？　というのも、あなたがたが今言ったようなことはすでにこの私がお教え
したのですが、何ひとつとして学び取ることはなかったからです。お教えできる者は私の
ほかには誰もいないと思っております」。
そう言ってシンドバードは言葉を続けました、「もし、四肢や両手、両足、舌や耳や目
に王がいるとすれば、それは心です。ですから、心が何も学ぼうとしなければ、体のすべ
ても（何も）学ぶことはないのです。こういう話を聞いたことがあります、王さま、
（１．シンドバードの物語［象の調教］ 象　elephantus）
象を愛してやまない王がおり、その王のために幼い象が生け捕りにされ、象の調教師の
もとに連れてこられたのです。（王が）調教師に言いました、「こやつを調教し、最高のし
つけを施せ」。調教師は答えました、「かしこまりました」。
やがて、象が成長したとき、（王が）象の調教師に尋ねると、彼はこう言いました、「お
望みのとおりになっております、王さま」。王が言いました、「乗ることはできるか？」調
教師が言いました、「もちろんです、お望みならば」。そこで、調教師は象を連れてきまし
た。
ところが、王が象に乗り、その背にまたがると、象は暴走してしまったのです。王は象
をとめることができませんでした。象は、疲れ切ってしまうまで、そんなふうに暴走を続
けたのです。やがて時間が来て、象舎のことを思い出した象は、そこに戻りました。
しばらくして失神から我に返った王が、調教師を処刑するよう命じると、調教師はこう
言いました、「どうか早まらないでください、王さま、急がないでください」。
そう言うと調教師は鉄の塊を取って、白熱するまでそれを火で熱しました。それを象の
前に置き、こう言いました、「つかめ！」すると（象は）それをつかみました。さらに
（調教師が）言いました、「投げろ！」（象が）それを投げると、調教師はこう言ったので
す、「王さま、（ただ今象が）その前脚でしたことは私が教え込んだことなのですが、その
心はといえば、そこに至る道はないのです」。
王は調教師を赦して自由の身にし、そのまま職にとどめました。
〔第五八夜〕シンドバードが譬え話を終えると、別の師が立ち上がって、こう言いまし
た、「御子息にはこの私が、一二年間かかっても学べないようなことを、一年間でお教え
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いたします」。それを聞いた王は、シンドバードに声をかけてこう言いました、「そなたは
何年で教えることができるのじゃ？」シンドバードは答えました、「六か月です。しかも、
この時代に、御子息ほど聡明な者は誰もいないというほどに。もしそれができなかった場
合には、財産もわが血も陛下に差し上げましょう」。
さらにシンドバードは王に言いました、「この国に、もし王も学者も商人も医者もいな
いのであれば、誰もそのようなところに住んではなりません。私が申しましたすべてのも
のが、ありがたいことに、陛下のお国にございます。すでに申し上げましたように、王さ
ま、王というものは火のようなもので、遠く離れていれば安全でございますが、近づけば
身を焼くことになります。王とはそういうものですから、王に近づく者は、いつもわが身
の事を心配していなければならないわけですが、遠ざかっていれば健やかな暮らしができ
るのです２。ところで、条件がございます」。すると、王が言いました、「その条件とは何
なのだ？」（シンドバードが）言いました、「自分にとっていやなことを、他の人にするな
（ということでございます）」。王が言いました、「そのようなこと、誰にできるというのじ
ゃ？」シンドバードが言いました、「あなたでございます、王さま」。
すると王は、彼に契約の文書を書き、証人を立てると、何月何日の何時に連れて戻って
来るという条件を設けたあとで、彼に息子を託したのです。
シンドバードは若者を連れて、いっしょに家に帰ると、模様のついた大理石を使って地
下に館を造り、漆喰を塗るよう命じました。そして、そこにあらゆることを、すなわち教
養や詩や法律やその他の分野の知識を絵に描いたのです。それから、若者にこう言いまし
た、「ここが、この場所に描かれたすべてのことを学び取ってしまうまで、あなたがすわ
っている場所です」。そう言うと、教えたりしつけをしたりするために、若者とともにそ
こに腰をおろしました。二人のために食事や飲み物やそのほかの必要なものが、そこに運
ばれてきました。
（約束の）期限が終わったとき、若者はシンドバードが教えたすべてを学び取っていま
した。王にそのことを知らせると、（王は）大喜びをし、御前に参上するようシンドバー
ドに命じました。
シンドバードは参上すると、こう言いました、「お望みの、陛下をお喜ばせすることに、
いと高きアッラーのおかげで、成功いたしました。御子息は勉学を終えており、明日、昼
の二時を過ぎましたら、陛下のもとにお戻りになりましょう」。それを聞いた王は大いに
喜びました。
それからシンドバードは若者のもとに戻って、こう言いました、「できれば明日、あな
6
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たをお父上のもとにお連れしようと思います。今夜、あなたの星を観察してみることにし
ましょう」。
やがて夜になり、（王子の）星を観察したシンドバードは、とんでもないことに気がつ
きました。彼は言いました、「あなたの星の中に、七日間口をきいてはいけない（と出て
います）。もし口をきけば、命を失う恐れがあります」。
〔第五九夜〕師の言葉を聞くと、王子は手に持っていたものを落とし、師に言いました、
「私のすべきことは何でしょう？　お望みのことを私に命じてください」。（シンドバード
は）言いました、「お父上に、明日あなたをお連れすると約束してしまったのだ。それに
反することは私にはできない」。
翌日（一日目）、昼の二時を過ぎると、（シンドバードは）こう言いました、「ひとりで
お父上のもとに行って下さい。私が行くまでの七日間、決して口はきかぬよう」。すると、
弟子が答えました、「分かりました」。
こうして王子はひとりで父のもとへと戻って行ったのです。父は息子を自分のそばにす
わらせ、話しかけました。ところが、話をしないのです。学んできたことを聞こうとしま
したが、返事をしません。そこで、シンドバードを捜させたのですが、彼を連れて来る者
はいませんでした。王は周りの者に声をかけました、「あの若者
こ
を支配しているのは何な
のであろう？　話しかけてみてはくれぬか、もしかしたら、わしに話すことを禁じられて
いるのかも知れぬからのう」。そこで皆はいろいろと問いかけてみたのですが、やはり
（王子は）口をききませんでした。彼らは言いました、「王さま、思いますに、シンドバー
ドは王子さまを教えるよう求められたのに、王子さまが何も学ばなかった。そこで、期限
が満了したとき、屈辱を恐れて口がきけないようにしてしまったのではないでしょうか」。
それは王にとっては耐えがたいことであり、王は悲しみに暮れました。
すると、王に愛されていた美しく魅力的なある娘がその様子を見て、王にこう言いまし
た、「王さま、わたしを王子さまと二人だけにしてください。もしかしたら、わたしには
わけを教えてくれるかもしれません。なぜなら、わたしといっしょにいるときには、いつ
も機嫌が良かったからですわ」。（王が）言いました、「そうするがよい」。
そこで娘は王子を連れて自分の部屋へ行き、話しかけたのですが、やはり口をききませ
んでした。娘が言いました、「あなたっておバカさんね、でも、そのままにしてはおけな
いことを教えてあげるわ」。そう言うと、娘は言葉を続けました、「あなたのお父さまはも
うもうろくしていて、骨もぼろぼろだわ。策略を使って殺すことが、あなたにできるかし
ら？　あなたのために手早く仕掛けるのよ、そうすればあなたが王になって、わたしがあ
なたの妻になれるってわけよ」。それを聞いた王子は激しく怒り、師の命令を忘れて、こ
う言ってしまったのです、「誓って、おれにできないようなことをおれに入れ知恵しても、
お前の言うことなど聞かないぞ。よく聞けよ、アッラーがおれに知識を、今まで分からな
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かったことを授けて下さったんだ。しかし、七日が過ぎ去るまでは口をきくわけにはいか
ない。それが過ぎたら、口をきいて、お前が言ったことの答えを分からせてやる。お前が
敵意を抱いていたという、王をあざむいた罪でお前を火あぶりにしてやるぞ」。その言葉
を聞いた娘は、自分が破滅の淵に立たされてしまったことを理解しました。そして、策略
とたくらみを巡らせ、ずる賢さを働かせて、すぐさま叫び声を挙げ、顔をひっかき、服を
引き裂いたのです。
その叫びを聞いた王は立ちあがり、娘のところにやって来て、こう言いました、「どう
したのじゃ、娘よ？」娘は言いました、「口をきかないはずのこの人がわたしに襲いかか
って来て、わたしが拒んだら、わたしの顔をひっかき、服を引き裂いて、わたしを殺そう
としたのです」。それを聞いた王は激怒し、息子に抱く愛情を忘れてしまって、妻たちに
対する激しい嫉妬にかられ、息子を処刑するよう命じてしまったのです。
〔第六〇夜〕ところで、王には七人の大臣がおりました。その誰もが、学問と教養（を
身につけ）、意見と政策（を持ち）、さまざまなことに（豊かな）経験（を持つ）人たちで
した。彼らは互いに心をひとつにしてこう言いました、「もし御子息を処刑させたりした
ら、きっと王はあとで後悔し、わしらを非難して、『そなたたちはわしを、するがままに
させておいた、その結果、わしは息子を殺してしまったのだ』と言うだろう。そうなった
らわしらは顧みられなくなり、王のもとでの地位を失ってしまうことになる」。すると、
大臣のひとりがこう言いました、「わしが今日、処刑を思いとどまらせよう。あなたたち
はわしが王のもとから戻って来るまで、若者を手元に留め置いておいてくれ」。そう言う
と出かけて行き、王子の処刑を命じられていた奴隷たちに、待つようにと命じたのです。
それから大臣は急いで王のもとへ行き、御前の床にキスをして、こう言いました、「王
さま、王たる者、助言を求めるまでは何もなさってはなりません。王は寛大であるべきで、
性急であってはならないのです。こう言われております、
寛大であれ、急いてはなりませぬ　　　朝に夕に赦しをお心がけ召されよ
御子息の処刑を急がせてはなりませぬ　証人が事実を、さらには証拠をもたらすまでは」。
詩を唱え終わると、大臣はさらに言葉を続けました、「こういう話を聞いたことがあり
ます、王さま、
（２．第一の大臣の第一の物語　［ライオンの足跡］ 獅子　leo）
気に入ったこと以外は何もしようとしない王がいました。ある日、景色を見ながらすわ
っていると、思いがけず美しく魅力的な娘がそばを通り、気に入ってしまったのです。さ
っそくその夫のもとに使いの者をやり、いろいろと仕事を申しつけて（地方に）派遣する
と、王は女のもとへと出かけて行き、その体を求めたのです。すると、女がこう申しまし
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た、「陛下、わたしは陛下の奴隷でございます。陛下がわたしに求めますものはみな、陛
下のものでございます。ですが、今しておりますことを終わらせてしまうまで、お時間を
ください」。そう言うと娘は、近親婚の禁止や大罪について、また犯してはならぬその他
の規則について書かれた夫の本を持ってきて、こう言ったのです、「戻ってまいりますま
で、この本をご覧になっていてください」。
王は本を開き、さまざまな罪や、人々の犯した近親婚について書かれていることを読ん
で、自分がしようとしたことを後悔しました。それで、女のことは放り出して宮殿に戻っ
てしまったのですが、娘の家にスリッパを忘れてきてしまいました。
やがて、帰宅して家に入った夫が、自分の家にある王のスリッパを見て、それがいかな
るものであるかに気づき、妻と王が抜き差しならぬ関係になっていない限り、このスリッ
パがこの家にあるはずはないと思い知ったのです。そして家を出てしまい、王を恐れるあ
まりに何も話さず、妻に近づくこともなく、何日もの間、彼女から遠ざかっていました。
しばらくして親兄弟のもとに送り返された奥さんが、こう言いました、「夫はわたしを
捨ててしまったのだわ」。
そこで、奥さんの親族の者たちが王を訪れて、こう訴えました、「アッラーが信徒たち
の長を栄えさせてくださいますよう。私どものところに畑がございまして、それをこれな
る者に、耕して美しくするようにと与えたのでございます。長いこと耕しておりましたの
ですが、ここしばらくの間、放り出してしまい、近づこうともしません。そういうわけで
すので、前と同じように耕すか、私どもに返すかしてほしいのです」。
そこで王が、その奥さんの夫に言いました、「この者どもの申し立てについて、そのほ
うは何か言うことがあるか？」夫が言いました、「彼らの言うことは本当でございます、
王さま、彼らは私に畑を下さり、私もそれを耕し、その美しさを保ち続けてきたのでござ
いますが、ある日、そこへ行ってライオンの足跡を見つけてしまい、ライオンが恐ろしい
あまりに、そこに戻らなかったのでございます」。すると王が言いました、「わが命にかけ
て、そのほうの言うことは本当だ。ライオンはそこに入った。しかし、不愉快にさせるよ
うなことは何も起こらなかったぞ。その畑を耕しでもしたら破滅をもたらさずにはおかな
い番人をその畑に見つけて、立ち去ったのだ。それゆえ、思いのままそなたの畑に入り、
耕すがよい。恐れることはないぞ」。
「女どもの策略やたくらみについて聞いていることがございますので、それをお話しい
たしましょう。こんな話でございます、王さま、
（３．第一の大臣の第二の物語　［鸚鵡］ 告げ口鳥　avis）
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ひどく嫉妬深い男がおりました。男には美しく魅力的な妻がおりました。嫉妬のあまり
に、旅に出ることすら差し控えていたのです。そういう状態が長く続いたので、ついに男
は鸚鵡と呼ばれている鳥を買って、言葉を教え込み、それを鉄籠に入れて、家の中で何も
起こらないようにしてくれ、帰ってきたら教えるんだぞ、と頼んだのです。
〔第六一夜〕こうして男が旅立つと、妻は情人を引き入れたのです。鳥が二人のするこ
とを見ていました。しばらくして旅から戻った男が鳥をそばに呼んで、何か変わったこと
はなかったかと尋ねると、鳥は見たことを教えました。それを聞いた男が妻を寄せつけな
かったので、妻は召使い女が告げ口したものだと思い込み、女をたたいて、こう言いまし
た、「夫のあの態度は何なの？　わたしを遠ざけているじゃないの。あんたがあのことを
告げ口したとしか考えられないわ」。すると、召使い女が言いました、「アッラーに誓って、
わたしは何も言ってません。わたしにはあの鳥が告げ口したとしか思えません」。
それで妻は、夜になると鸚鵡のところへ行き、篩を使ってその上から水を振りかけ、イ
ンド鏡を振り回し始めたのです。召使い女のほうはひき臼を挽き、それが朝になるまで続
けられました。
やがて、夫が鳥のところにやって来て、こう言いました、「きのう見たことを教えてく
れ」。鳥が答えました、「きのうは、ひどい稲光と雷と雨のせいで、目なんか開けていられ
ませんでしたよ」。鳥からそう聞いた男は、こう思いました、「この鳥が女房のことで言っ
たことは嘘だったんだ。きのう、どんな雨が降ったというんだ。おれに言ったことはみん
な嘘だったんだ」。
そう言うと男は鳥を解き放ち、籠をバラバラに壊して、妻と仲直りをし、彼女に満足し
たのです。
「こういうお話をいたしましたのも、女たちのたくらみは途方もないものなのだという
ことをお分かりいただくためにほかなりません」。それを聞いた王は、息子を処刑しない
ようにと命じたのです。
すると、二日目に妃が泣きながら王のもとにやって来て、こう言いました、「王たる者、
処刑することが必要とあれば、息子であろうと赦してはいけません。こういう話を聞いた
ことがあります。
（４．愛妾の第一の物語　［不注意の結果］ 洗濯屋　lavator）
洗い張りを生業とする男がいたのですが、川に出かけるとき、その息子もいっしょにつ
いて行きました。男の子が水の中で遊んでいても、父親はそれをやめさせなかったのです。
ある日のこと、二人が互いに離れ、男の子が溺れてしまいました。父親は引っ張り上げよ
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うと駆けつけたのですが、男の子が父親をつかんだために、二人いっしょに死んでしまっ
たのです。
「そういうわけですから、王さま、御子息に対するわたしの正義を認めてくださらない
のなら、陛下の身にも、洗い張り屋とその息子に起こったのと同じことが起こって、破滅
して滅びることになるのですわ」。それを聞いた王は、息子を処刑せよと命じました。
すると、第二の大臣がやって来て、若者を留置しておくよう命じてから、王のもとに行
き、こう言いました、「王さま、もしあなたに百人のお子がおられたとしても、そのひと
りですら処刑なさるようなことがあってはなりません。いわんや、あなたにはたったおひ
とりのお子しかおられないのですぞ。何も知らずに事を行なう者は、後悔が何の役にも立
たぬところで後悔することになるのです。このような話を聞いたことがあります。
（５．第二の大臣の第一の物語　［二つのパン］ パン　panes）
昔、ある商人がいて、食べ物や飲み物については潔癖であったということです。あると
き、商売（の旅）に出かけました。ある町に到着すると、召使いを市場
スーク
に、元気の出る食
べ物を買いに行かせました３。召使いが市場を歩き回っていたとき、二つの真っ白いパン
を持った娘がそばを通り過ぎて行きました。召使いはそれを二つとも買って、主人のもと
に戻りました。気に入った主人はそれを食べると、召使いに言いました、「毎日、二つの
パンをその娘から買ってきてくれ」。
〔第六二夜〕そういうわけで召使いは市場に通って、主人のために二つのパンをその娘
から買い続けたのです。
ところがある日のこと、娘のところへ行ったのですが、見つかりません。その後も、
（二人は）何日間か（その町に）滞在していました。
しばらくして娘を見つけた（召使いが）言いました、「どうしてパンを売るのをやめて
しまったんだい？」娘が言いました、「あら、お客さん、パンを作ってやっていた人が元
気になってしまったんですよ」。
召使いは主人のところに戻って、そのことを知らせました。主人が言いました、「その
娘を連れて来てくれ」。
やがて娘が主人のところにやって来ました。主人は尋ねました、「どうやってあの二つ
のパンを作っていたんだね？」娘が答えました、「主人の背中に潰瘍ができたんです。そ
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うしたら、お医者さんがこう言ったんです、『小麦粉とナツメグを用意して、それに脂肪
と蜂蜜を混ぜてこねたら、潰瘍に貼って下さい、そうしたら治りますよ』って。だから、
そういうのを作ったんです。しばらくしてはがしたやつを焼いて、ご覧になったように二
つのパンを作ったんです。旦那さんの召使いが、わたしからそれをずっと買ってくださっ
ていたんです。でも、主人の傷が治って元気になってしまったので、もう作らなくなった
んです」。
その話を聞いた商人は泣きわめき、医者を呼んで、こう言いました、「口と体は洗える
が、腹ん中はどうやって洗ったらいいんだ？」すると医者が言いました、「そういうこと
はできませんよ」。
「こういうお話をいたしましたのも、あわてて御子息を処刑したりしないよう、また、
パンのせいで商人が破滅してしまったように、あの娘のせいであなたのお命が失われてし
まうというようなことが起こらないようにと思ってのことなのです。詩をひとつお聞かせ
いたしましょう。
短気を起こすな、しようと思うことを急いてはならぬ
慈悲深くあれ、そなたは慈悲深さで試されるのだ
親切の種をまく者は確かな収穫を得るであろう
日々にさからう者は無事ではいられない
それを超える手はアッラーの手のほかにはないのだ
悪事を働く者は悪事をなす者に苦しめられる
女どもの策略や、とんでもないずる賢さについても聞いたことがありますが、それは言
葉では言い表わせないようなものです。そのようなもののひとつを（お話しいたしましょ
う）。
（６．第二の大臣の第二の物語　［情夫の召使い］ 剣　gladius）
ある女に夫があり、情夫がおりました。その情夫というのは、王に仕える者のひとりで
した。
ある日、（その情夫が）召使いに、女の夫が出かけたかどうかを見に行かせたのです。
やって来た召使いを女は気に入ってしまいました。そばにおいでと呼び寄せると、彼もそ
れに応じました。（召使いの）主人はいらいらしながら待っていたのですが、ついにあと
を追って行きました。情夫がやって来たことを知った女は、召使いを小部屋に隠してから、
情夫を迎え入れました。召使いのことを尋ねた男に女はこう言いました、「来たわよ、夫
がいるかいないか聞いたあと、すぐに出て行ったわ」。それを聞いた情夫はそのままとど
12
まり、女としたいことをしました。
そうしているうちに、思いがけず夫が戻って来ました。（夫が）家に入って来るのもい
やだったし、情夫が召使いと鉢合わせすることも恐れた女は、情夫にこう言いました、
「さあ、剣を手に取って、部屋のドアのところに立ってちょうだい、そしてわたしをのの
しったり、脅したりしてちょうだい、それから走り出るのよ、夫には話しかけちゃだめよ」。
男は、言われたとおり、剣を手にして出て行きました。女の夫が問いかけたのですが、立
ち去ってしまいました。夫は妻のところに入って来て、こう言いました、「あの男は何の
用があって来たんだ？」女が言いました、「あの人の召使いが逃げて来て、わたしを頼っ
て家に入って来たのよ。そしたら、その主人があとからやって来て、剣で斬りつけようと
したから、中にいる召使いのところに入って来ないように、わたしが防いでやったのよ」。
すると、夫が言いました、「その召使いっていうのは、どこにいるんだ？」女が言いまし
た、「小部屋の中よ」。
すると、女の夫は、召使いの主人が行ってしまったかどうかを見に外に出たのですが、
誰も見つかりませんでした。そこで家に戻って来ると、小部屋に行って、召使いにこう声
をかけたのです、「出ておいで、お前の主人は行ってしまったよ」。
「この話をいたしましたのは、女たちの言葉にだまされたり、耳を傾けたりすることの
ないようにするためにほかなりません」。その話を聞いた王は、息子を処刑しないよう命
じました。
すると、三日目に娘が、短剣を手にやって来て、こう言いました、「悪意に満ちたあな
たの大臣たちは、あなたに（思い迷う）時間を与えて、わたしの罪と破滅を望んでいるん
だわ。だったら、この短剣で死んでやる。あなたはわたしの（犯す）罪にずっと負い目を
感じ続ければいいのよ。わたしには、あなたの息子がしたことに係わり続けるよりは、こ
の（短剣の）ほうがいいわ。あなたは、悪意に満ちた大臣たちの言うことに耳を傾けたり
してはいけないのよ」。
〔第六三夜〕娘が言いました、「お話しいたしますわ、王さま、
（７．愛妾の第二の物語　［王子と鬼女
シウラー
］ 鬼女　striga）
ある王に大臣がおり、王には、狩りと獲物が大好きな息子がいたのですが、父親は狩り
を禁じていました。それは息子にとってはつらいことでした。そこで若者は大臣に言いま
した、「わたしのために父に、そなたといっしょに狩りに行く許しを求めてくれ、約束だ
ぞ」。
大臣は参上を取り次いでもらい、（王は）出かけることを許しました。
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（王子が）大臣といっしょに出かけると、二人のそばを野生のロバが走り抜けて行きま
した。すると、大臣が若者に言いました、「あれを追いかけて、捕まえてごらんなさい」。
そう言って、大臣はその場にとどまっていました。ところで、王子がロバに近づいていく
と、ロバは遠ざかって行って、それが（何度も）続いたので、（王子は）ロバを追いかけ
ることに夢中になってしまい、大臣から遠く離れて、どこへ行ったらいいのか分からなく
なって、破滅を覚悟しました。
ところがそんなとき、思いがけず、道の真ん中で泣いている娘に出会ったのです。王子
は娘に声をかけました、「あんたは誰だい、娘さん？　どうして泣いているんだい？　ど
うしてこんなところに来たんだい？」すると、（娘が）答えました、「わたしは、これこれ
という国の王女なのです。一族の者たちといっしょにラバに乗って、これこれというとこ
ろへ行こうと出かけたのですが、乗用
ラ
動物
バ
から落ちてしまったのです。誰もわたしに気づ
いてくれず、わたしが気づいたときには、みんな、わたしを置いていなくなっていて、も
うどこへ行ったらいいのか分からなくなってしまったのです。それで歩き回っているうち
に足にけがをしてしまい、この世のどこにいるのか分からなくなってしまったのです」。
その話を聞いて王子が言いました、「私もどこそこの国の某王の息子です。もし私といっ
しょに来てくださるなら、結婚しましょう」。（娘が）言いました、「はい」。
（王子は）その手を取り、自分のうしろに乗せ、ときどきうしろを振り返っていました。
そうして進んでいるうちに、突然娘がこう言いました、「あの、ここで用を足したいので
す。降ろしてください」。降ろしてやると、娘はそこにある廃墟の中に入って行きました。
王子がその隙間から娘を覗き見ると、何と娘は鬼女で、グールがいっしょにいるではあり
ませんか。彼女がこう言ったのです、「人間を連れて来てやったわ」。すると、グールが言
いました、「そいつを別の廃墟に連れて行ってくれ、あとから行くから」。
しばらくして出てきた娘は、王子のうしろにまたがりましたが、若者は恐ろしさのあま
りに震え続けていました。王子がハンサムであることに気づいた娘は、お金をあげたら４、
と頼みました。すると、王子が言いました、「敵に金はやらない」。娘が言いました、「そ
の人、敵なの？」王子が言いました、「心から恐ろしいと思うやつなんだ」。娘が言いまし
た、「何よ、あなた、王子だって言ってたじゃないの」。王子が言いました、「そいつは私
にはどうしようもないんだ」。娘が言いました、「だったら、アッラーに助けを求めなさい
よ」。
それを聞いて王子は手を天に挙げて、こう言ったのです、「どうかこの鬼女に勝たせて
下さい、つきまとわれて、うんざりしているのです」。王子がそう言うと、（鬼女は）乗用
ウ
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マ
から地面に転げ落ちてしまいました。若者は逃げ去り、やっとのことで家族のもとに
帰ったのですが、出遭った災難のせいで正気を失ってしまいました。
「もし大臣が王子を守ってくれていたら、王子の身には何も振りかからなかったでしょ
う。こういう話をしたのは、あなたの大臣たちが悪意に満ちた人たちで、言うこととする
ことが違うということを分かってほしかったからなのです。もしあなたがわたしを助けて
くれないのなら、わたしは自ら命を絶ちます」。それを聞いた王は、息子を処刑するよう
命じました。
〔第六四夜〕王が息子の処刑を命じると、第三の大臣がやって来て若者を留置しておく
よう命じてから王のもとに行き、こう言いました、「真実を言っているのか、嘘をついて
いるのか分からない娘のために、御子息を処刑してしまうのですか？　ひと滴の蜂蜜が原
因で二つの村の人たちが殺し合いをしたと聞いたことがあります。こういう話です。
（８．第三の大臣の第一の物語　［ひと滴の蜂蜜］ 蜂蜜　mel）
ある男が蜂蜜の入った容器を持って、それを売ろうと、犬を連れて市場
スー ク
に行きました。
店にいる男のところへ行くと、蜂蜜をその前に置きました。すると、店の主人は味見をし
ようと、それをなめたのですが、そのときにそのひと滴が（地に）落ち、そこにスズメバ
チが舞い降りたのです。ところで、店の主人は雄猫を飼っていました。蜂蜜の上にとまっ
たスズメバチを見た猫が、ハチに跳びかかりました。するとその猫に、蜂蜜の持ち主の犬
が襲いかかってJみ殺してしまったのです。それを見た猫の飼い主が杖を振り上げて、犬
を叩き殺してしまいました。そうして、犬の飼い主と猫の飼い主が殺し合いを始めたので
す。二人がそうしていると、一方の村の人たちともう一方の村の人たちがやって来て、互
いに殺し合いをし、とうとうみんな死んでしまったのです。
「こういう話をいたしましたのは、本当のことを言っているのか、嘘をついているのか
分からない娘のために、御子息を殺したりなさらないようにと思ってのことなのです。そ
れというのも、多くの取るに足らぬことのせいで、たくさんの禍が生まれて来るからなの
です。女たちの策略やずる賢さについて、聞いていることがございます。
（９．第三の大臣の第二の物語　［米と砂糖］ 砂糖　zuchara）
ある男が奥さんに一ディルハム渡して、市場
スーク
へ米を買いに行かせました。奥さんが米屋
へ行ってディルハム貨を渡すと、（店の主人は）米を計ってから、こう言いました、「米は
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砂糖を入れないとおいしくないですよ、砂糖はあるんですか？」奥さんが言いました、
「いえ、砂糖はありません」。主人が言いました、「いっしょに家の奥に入りませんか？
あなたと思いを遂げたいのです。そうしたら、一ディルハムで砂糖もあげますよ」。奥さ
んが言いました、「いいわ」。
そうして、（主人が）一ディルハム分の砂糖を計って、それを米といっしょに彼女のマ
ントで包むと、奥さんはその米と砂糖を包んだ服を店に放り出して置いたまま、主人とい
っしょに家の奥へと入って行きました。そこへ店の主人の召使いがやって来て、服の中に
あったものを取り出し、そこに土を入れて、同じように結んでおいたのです。
しばらくして（奥から）出てきた女はマントを手にすると、中には米と砂糖が入ってい
るものと信じて、夫のもとに帰り、服をその前に置いて、物置に入って行きました。陶器
の鍋を持ってきて、それで米を煮ようというのです。ところが、服をほどいていた夫が、
そこに土を見つけて、こう言いました、「何てこった。お前が持ってきたこの土は何なん
だ？」それを聞いた奥さんには、夫が自分をあざけっているのがすぐに分かりました。そ
こで、あっという間に策略を考え出して、鍋のかわりに篩を持ってきて、こう言ったので
す、「あのね、市場
スー ク
を歩いていたら、ロバに押し倒されて地面に転んじゃって、お金
ディルハム
が手
から落ちちゃったのよ。探したんだけど見つからなくて、仕方ないからまわりの土をかき
集めてきたの、篩にかければ、もしかしたらアッラーが返してくださると思ってね」。夫
はそれを信じ、土を取って篩にかけたのです。
「こういうお話をいたしましたのは、女たちの策略はとてつもないもので、そのずる賢
さには誰ひとりとしてかなう者はないのだということを学んで、女の口車に乗せられない
ようにしていただきたいためにほかならないからです」。すると、それを聞いた（王は）、
息子を処刑しないよう命じました。
〔第六五夜〕四日目になると、娘が短剣を持ってやって来て、こう言いました、「ああ、
王さま、あなたの息子よりもわたしのほうが正しいと認めてくださらないのなら、わたし
は自ら命を絶ちます。ある王子を大臣に勝たせてくれたように、わたしをあなたの大臣た
ちに勝たせてくださることを、アッラーにお願いしますわ」。（王が）言いました、「それ
はどういうことなのだ？」娘が言いました、「こういう話ですわ、王さま、
（10．愛妾の第三の物語　［魔法の泉］ 泉　fons）
ある王に息子がいて、別の国の王女と結婚させることに決めました。娘の父親のほうの
王が使いの者を寄こし、あなたの息子を私の家族のもとで数日間過ごさせるために送り出
してほしいと言ってきました。そこで王は息子に赴くよう命じ、ある大臣をいっしょに派
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遣しました。
若者と大臣は出発し、やがて、喉の渇きが耐え難くなったころに、水をたたえた泉にた
どり着きました。ところがその泉は、男が飲めば女になり、女が飲めば男になってしまう
という泉だったのです。大臣はそのことを知っていたのですが、王子は知りませんでした。
そこで、大臣は若者にこう言ったのです、「私が戻って来るまで、ここにいてください」。
大臣は、王子を残して行ってしまいました。喉が渇いてたまらなくなった王子は、今言っ
た泉の水を飲んでしまいました。そして、娘になってしまったのです。王子はそのことを
ひどく苦しみ悩み、悲しみに暮れました。
どうしたらいいのか分からなくなっていると、人間の姿をしたジンニーがやって来て、
こう言いました、「おい、あんたは誰だ？　どこから来たんだ？　どこへ行きたいんだ？」
王子は言いました、「これこれこういうわけなんです」。そして、どうして姻戚関係を結ん
だある王の国へ行こうとしたのかを物語りました、「大臣といっしょにこの泉のところに
来たのです。喉が渇いて、（泉の水を）飲んだら、女になってしまったというわけなんで
す」。ジンニーは同情して、言いました、「おれがあんたの代わりに娘になってやろう。お
れの一物をあんたにやるよ。そうすりゃ、行って奥さんと結婚式を挙げることができるじ
ゃないか。しばらくしたら戻って来て、今みたいに女になってくれ」。王子が言いました、
「もちろんだとも」。
王子が、言うとおりにすると約束して期限を決めると、（ジンニーが）道を教えてくれ
たので、王子は出発し、ついに都に着いて、奥さんと結婚式を挙げました。
王子とジンニーとの間で約束した期間が過ぎると、王子は泉に向かいました。ところが、
ジンニーが妊娠していることが分かって、王子はこう言いました、「どうしてお前になれ
るっていうんだ？　お前は妊娠してしまっているじゃないか。お前を置いて行ったとき、
おれは汚れのない処女だったんだぞ」。そして、王子はジンニーと言い争って、言い負か
したのです。
それから王子は妻のいるわが家へと戻り、妻を連れて父のもとへ帰り、経緯を話しまし
た。すると（王は）、あの大臣を処刑するよう命じたのです。
「それと同じように、あなたの悪意に満ちた大臣たちに勝たせてくださるよう、わたし
はアッラーに願っているのです。もしわたしが、わたしに不正を働いた人のせいで自ら命
を絶ったとしたら、あなたはわたしの（犯す）罪に、ずっと負い目を感じ続けることにな
るわ」。王は息子を処刑するよう命じました。
すると、第四の大臣がやって来て、若者を留置しておくよう命じ、王のもとを訪れて、
こう言いました、「ああ、王さま、何事も相談をする前に性急に事を運んではなりません。
浴場主が後悔したように後悔しないためなのです」。（王が）言いました、「それはどうい
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うことだ？」（大臣が）言いました、「ああ、王さま、
（11．第四の大臣の第一の物語　［浴場
ハンマーム
で］ 浴場主　balneator）
ある王がいて、その人に息子がいました。（その息子が）ある日、体を洗おうと風呂
ハンマーム
へ
行きました。若者は太っていたのですが、太りすぎていたために一物がほとんど見えませ
んでした。その裸の姿を見て、風呂屋の主人が気の毒に思って泣いたのです。すると、王
子がこう言いました、「どうして泣いてるんだ？」主人が言いました、「お姿を拝見したん
ですが、一物が見えないんです。それじゃあ、女たちとやりたいと思ってもできないと思
いましてねえ」。すると、若者がこう言ったのです、「確かに。おやじがおれを結婚させよ
うとしているんだが、（おれにも）できるんだか、できないんだか分からん。ところで、
この金貨
ディーナール
を受け取って、きれいな女を連れて来てくれないか。試してみたいんだよ」。
果たして風呂屋の主人は金貨を受け取りました。主人には美しくて魅力的な容姿をした
奥さんがいたので、こう思ったのです、「この金貨はおれが貰っておこう。女房を連れて
行けばいいんだ、あいつには女房と何もできっこないんだからな」。
こうして主人は奥さんを連れて行って、王子のいる風呂場に入らせると、小窓から（中
を）覗き始めました。そこに見たのは、（王子が）奥さんを抱き、セックスをし、目的を
遂げている姿でした。王子が奥さんとしていることを見た主人は（自ら）災難と破滅を招
いてしまったわけで、家に行くとロープを手にし、それを首にかけてピンと張り、嘆き悲
しみながら死んでいったのです。
〔第六六夜〕大臣はこう言いました、「女たちのずる賢さや策略についても、お話しい
たしましょう。こういう話です。
（12．第四の大臣の第二の物語　［犬の涙］ 涙を流す小犬Ⅰ　canicula I）
ある女に夫がおりました。互いに相手を裏切らないと誓い合ったあとで、夫は旅に出る
ことになりました。約束の期日には帰って来ると、言い置いて行きました。
さて、その期日が過ぎたのに夫は姿を現わしません。奥さんは家のドアのところに出て、
道を見ていました。そうしたときに、ある男が彼女を見かけて、誘惑しようとしたのです。
奥さんはその鼻先でドアを閉めて、男を無視しました。男は奥さんの隣りに住む老婆のと
ころへ行って、こう言いました、「実はあんたのとなりに住んでいる某夫人に惚れてしま
ったんだけれど、おれにその女
ひと
を取り持つことができるかい？　金貨
ディーナール
をやるからさ」。す
ると、老婆が言いました、「喜んでやらせてもらうよ」。
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そう言うとすぐに取りかかり、パン生地を用意すると、胡椒と脂を混ぜ、それで丸パン
を焼いて、男が惚れたという女の家へ行きました。
ところで、老婆は雌犬を飼っており、その犬も女の家へついて行きました。すると（老
婆は）丸パンを犬に食べさせ始めたのです。犬は脂肪のおいしい味が気に入って、食べ始
めました。すると、胡椒の辛さのせいでその両目から涙がこぼれてきました。それから老
婆は女のところに入って行ったのです。犬も、涙を流し、尻尾を振りながらついて行きま
した。犬が泣いているのを見た奥さんが、こう言いました、「おかあさん、どうしてこの
犬は泣いているんですか？」すると老婆はこう答えました、「ああ、娘よ、この犬はあた
したちのとなりに住んでいて、美しい女
ひと
だったんですよ。ある男がお熱をあげてね、誘惑
しようとしたんだけれど、肘鉄を食らわせたのよ。そうしたら（男が）呪いをかけたので、
ご覧のように犬になってしまったってわけなの。あたしの姿を見かけると、泣きながらつ
いて来て、尻尾を振るんですよ」。それを聞いて奥さんが言いました、「わたしも、ある男
が熱をあげて誘惑しようとしたんですけれど、お断りしちゃったんです。呪いをかけられ
て、犬になってしまうかも知れませんわ。もし（その男
ひと
を）見かけたら、連れて来てくだ
さいな、金貨
ディーナール
を差し上げますわ」。すると老婆は、何も知らない振りをして、こう言った
のです、「で、その男
ひと
って、誰なんです？」奥さんが言いました、「誰それです」。（老婆が）
言いました、「あたしがその人を連れて来てあげましょう」。老婆は、「しめしめ、思い通
りだわい」と言いながら、出て行きました。
隣りの奥さんのほうは、（やって来る）男のために準備を始め、装身具を用意したり、
家（の掃除をしたり）、香水をつけたり、食事や飲み物の用意をしたりしました。
さて、老婆は男を捜して歩き回ったのですが、見つかりません。それで、「別の、もっ
とハンサムな若者を連れていけばいいや」と思いました。そうして別の男を探し回ってい
るときに、旅から帰って来た女の夫と行き会ったのです。男が誰なのかを知らなかった老
婆は、「あの男のほうが魅力的でハンサムだわ」と思い、声をかけました、「お若い方、美
人と二人きりで食べたり飲んだりというのはいかがですか？」男は、「いいね」と言いま
した。老婆は、「あたしについて来て下さいな」と言いました。こうして老婆が先に立っ
て歩き、若者はそのあとからついて行きました。
やがて、老婆が自分の家の方に向かっていることに気づいた男は、ははあ、女房はおれ
が留守の間にこんなことをしていたんだな、と思い至ったのです。老婆が家に入ると、彼
もそのあとからついて行きました。彼が家に入ると老婆が言いました、「ベッドにおすわ
りなさいな」。男はすわりました。その姿を見た奥さんはそれが誰なのかに気づくと、急
いでそのそばに駆け寄り、ひげをつかんで、こう言い放ったのです、「この女たらし、こ
れがあんたのした誓いだったのね？　あんたは、取り持ち女のあとをついて回っていたの
ね？」すると夫が言いました、「何だと。どうしてこういう状況でお前と顔を合わせてい
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るんだ？」奥さんが言いました、「あなたが帰って来たと聞いたから、あなたのために準
備をして家の掃除をしたのよ。それから、あなたに女遊びをもちかけるよう、このお婆さ
んに迎えに行かせて、あなたがついて来るかどうか、待っていたんだわ。それなのに、い
そいそとあとについて来るのを目にするなんて。もう、あなたとなんか顔を合わせたくも
ないわ」。
〔第六七夜〕奥さんが言葉を終えると、男が言いました、「誓って言うけど、もし別の
家に連れてこられたのなら、ついてなんか来なかったさ。おれが旅に出ている間、お前が
こんなことをしていたんじゃないかと思ったんだ」。夫がそう言うと、（奥さんは）夫の顔
を平手でたたき、自分の胸をかきむしって、こう言ったのです、「そんなひどいことを考
えていたのね？」
そして、納得のいくプレゼントをもらうまで、心を静めようとはしなかったのです。
「こういうお話をいたしましたのは、女たちの策略がとてつもないものであることを知
っていただくためにほかなりません」。その話を聞いた王は、息子を処刑しないよう命じ
ました。
五日目になると、娘がやって来て、王を訪れ、こう言いました、「もし誰がわたしに悪
事を働いたのかを正しく判断して、わたしの言うことが正しいと認めてくださらないのな
ら、わたしはこの火に跳び込んで命を絶ってやるわ─王の目の前では火が音を立てて燃
え上がっていました─あなたはわたしの（犯す）罪に、ずっと負い目を感じ続けること
になるのだわ。あなたの悪意に満ちた大臣たちなんか、わたしの聞いたことのある話みた
いに、何の役にも立たないわ。
（13．愛妾の第四の物語　［豚と猿］ 猪Ⅰ　aper I）
ある豚が無花果の木のところに来ては、下に落ちている実を拾い集めて（食べて）いた
のよ。ある日、いつものようにその木のところに行ってみると、木の上に猿がいたんだわ。
猿が豚に無花果の実を投げ与えて、豚がそれを食べたのよ。そうしたら、おいしいってこ
とが分かったの。（豚が）また顔をもたげると、（猿は）別の実をいくつも投げ落としてや
ったのよ。そういうことを続けているうちに、とうとう（豚は）首の血管が切れて、死ん
でしまったんだわ。
その様子を見た王は、娘が火に跳び込んでしまうのではないかと恐れて、息子を処刑す
るよう命じました。
すると、第五の大臣がやって来て、若者を留置しておくよう命じると、王を訪れて、こ
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う言いました、「ああ、信徒たちの長
ア ミ ー ル
よ、ありがたいことにあなたは臣下の者に対しては
公正で、思慮分別をお持ちです。ですから、そこに真実があるのかないのかが明らかにな
る前に、誰も性急に事を行なってはならないのだということを、お分かりいただきたいの
です。王さま、こんなことを聞いたことがございます。
（14．第五の大臣の第一の物語　［蛇と犬］ 猟犬　canis）
スルターンのもとで高い地位についていたある男がおりました。男は、いっしょに獣の
狩りをする猟犬を飼っていました。男が命令することでなければ何もしないように教え込
んでいたので、男にとってはその犬よりも大事なものは何もありませんでした。
さて、ある日のこと、奥さんが実家を訪れるために出かけました。息子がいたので、夫
にこう言い残して行きました、「わたしが戻るまで、坊やといっしょにいてくださいね。
たいした用事ではないから、長居はしないわ」。
男が息子といっしょにすわっていると、急に王の使者がやって来てこう言いました、
「王さまが今お呼びです」。そこで、男は犬にこう言い含めました、「おれが戻って来るま
で、息子を守るんだぞ、誰も入って来ないよう、ドアを見張るんだ」。
そういうわけで、犬が男の子のそばでうずくまっていると、突然、黒い蛇が入って来て、
男の子に咬みつこうとやって来たのです。犬が蛇に跳びかかってその頭を食い千切ったと
ころへ、男が帰って来ました。犬は口を血に染めたまま迎えに出たのです。その様子を見
て、息子を食い殺したなと思い込んだ男は、犬を斬り殺してしまいました。家の中に入っ
て見ると、息子が立っていて、頭を食い千切られた蛇が（横たわっていたので）、男は顔
を叩き、後悔しても何の役にも立たぬところで後悔したのです。
「私は、もしあなたが御子息を処刑なされたら、後悔するであろうと恐れているのです」。
〔第六八夜〕さらに大臣はこう言いました、「王さま、女たちのずる賢さや策略につい
てお話しいたしましょう。
（15．第五の大臣の第二の物語　［老婆の策略］ マント　pallium）
美しい女がいると聞くと、いつも声をかけずにはいられない男がいました。そんなこと
をずっと続けていました。そうした日々のうちのある日のこと、すわっていた男は思いが
けなく、飛び抜けた美しさの、輝く光のような娘を見たのです。さっそく男は、願い事を
何でもかなえてくれていた（取り持ちの）老婆のところに行くことにしました。そして、
娘のあとをつけて、どの家に入ったかを見届けたあとで、（その女のことを）老婆に話し
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ました。老婆はこう言いました、「その女
ひと
は誰それさんの奥さんだよ、誰にも望みはない
ね。だから、思い詰めるのはおやめ」。すると、男が言いました、「どうしても彼女が欲し
いんだ。だから、策略を考え出してくれよ。そうしたら、欲しいものや、いいなと思うも
のをやるからさ」。それを聞いて、老婆が言いました、「もし（何か策が）あるとしたら、
これしかないな。市場
スーク
へ行って、その女
ひと
の旦那から服を買っておいで」。
男は女の夫のところへ出かけて行き、彼が身につけているマントをしつこく値切った末
に、それを買って、老婆のもとに持ちかえりました。老婆はそれを受け取ると三か所に焼
けこげを作ってから、男にこう言いました、「この家ですわっておいで。あたしが戻るま
では誰にも姿を見られちゃだめだよ」。
そう言うと、マントを手に取り、折りたたんでから商人の夫の妻の家に行って、中に入
りました。そして、娘に挨拶をすると、こう言いました、「ああ、娘さん、お祈りの時間
が来てしまったんだ。お宅で沐浴をしたいんだけど、水を持ってきてくれないかね」。す
ると娘は、沐浴の水を持ってくるために、その場を離れました。そのとき、（老婆は）マ
ントをすばやく取りだして、商人のベッドの上の、女の枕の下にさっと忍ばせたのです。
女はそんなことは知る由もありませんでした。それから、沐浴をすると、（老婆は）立ち
去りました。
さて、男
おっと
のほうは、市場から戻って来ると、ベッドに行きました。枕の下に何かがある
のを探り当てると、その下にあるのが何なのかを見ようと、引っ張りだしました。すると
どうでしょう、あの男が買って行った自分のマントではありませんか。あいつは娘の情夫
で、これを忘れて行ったのだと思い込んだ夫は、妻をさんざんになぐりつけたのです。
（そのわけについては）何も妻には言いませんでした。それから彼は店に戻ってしまった
のです。奥さんのほうは腹を立てて実家に帰ってしまい、夫になぐられたこと、どんな理
由なのかは分からないことを話しました。
奥さんはその夜、そのまま実家にとどまり、（翌日）自分の家に帰って行きました。そ
れを聞いた老婆は、翌日、奥さんの家に行き、そこで沐浴をすると、こう言いました、
「ああ、娘さん、何かあったのかい？　顔つきが変わっているよ」。奥さんはわけを話して、
こう言いました、「アッラーにかけて、原因が自分にあるのか、何か悪い事でもしたのか、
分からないのよ」。すると、老婆が言いました、「あんたたち二人の間に何かあったとしか
考えられないよ。ところで、あんたのためにしてやれることはないかね？」奥さんが言い
ました、「どういうことですか、お婆さん？」（老婆が）言いました、「家に、その人ほど
物知りな人を見たことがないという男の人がいるんだよ。あたしといっしょにその人のと
ころに行ってみるというのは、どうだろう？　相談してみれば、きっと何がしかのその知
識であんたの役に立ってくれるだろうし、仲直りの方法を考え出してくれるかも知れない
よ」。娘が言いました、「いいわ」。
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そう言うと女は立ちあがって、いちばん華やかな服を身につけ、老婆といっしょに出か
けました。こうしてついに奥さんを、その夫からマントを買った男のところに連れ込んだ
のです。
〔第六九夜〕奥さんが入って来ると、（男は）出迎え、抱きつくや、押し倒しました。
恥ずかしさのあまりに大声を出すこともできず、（男が）思いを遂げてしまうまで黙って
いました。やがて、（男が）こう言いました、「おれが二人の仲直りをさせてやる。あんた
のために愛のお守りを書いてやるよ」。そう言うと男はお守りを書いて、奥さんに渡しま
した。奥さんはお礼を言うと、自分の家に帰って行きました。
すると、男が老婆にこう言いました、「これで、おれはいい思いをさせてもらった。し
かし、あの女と旦那を仲違いさせてしまったんだよな」。それを聞いて老婆が言いました、
「そんなこと、心配しなさんな。このあたしが、仲違いさせたのと同じように、二人を仲
直りさせてやるよ。市場
スーク
へ行って、道から旦那にあんたの姿を見せておやり。もし、あん
たが買った服のことを訊いてきたら、こう言っておやり、『火の近くにすわっていたら、
三か所燃えてしまってね、それを隣りに住んでいる知り合いの老婆に預けて、繕いに持っ
て行ってもらったんだ。（婆さんが）それをどうしたかは知らない』ってね。そうしたら、
あたしがあんたたち二人のそばを通るから、あたしを見たら指差して、『あれが、おれが
マントを渡した婆さんだ』って言って、あたしにマントのことを訊くんだ。あとのことは
あたしが何とかするさ」。
そういうわけで男は市場へ出かけて行きました。女の夫である商人のところに行って、
姿を見せてやったのです。すると、服のことを尋ねられたので、老婆に言い含められた通
りに返事をしました。そうして二人が話をしていると、早くも老婆がやって来ました。男
は老婆に呼びかけると、こう言いました、「あれがその婆さんだよ」。すると、商人が服の
ことを訊いてきたので、老婆はこう言いました、「確かにこの男の人が、かけはぎ屋に持
って行ってくれと言って、あたしに服を渡したよ。知らない家の側を通ったときに、沐浴
するために中に入れてもらって、服を枕の下に置いたのさ。でも、沐浴をしたら服のこと
は忘れてしまって、外に出ちゃったんだよ。服のことは思い出したんだけど、家のことは
すっかり吹っ飛んでしまってね、どこにあったのか、分からないのさ」。それを聞いて商
人が言いました、「あんたたちの服のせいで、わしらは面倒で不愉快な目に遭ったんだぞ、
婆さん。あんたが服を忘れて行ったのは、わしの家だったんだ」。
そう言うと老婆に服を渡して、妻のもとへ急ぎ、事情を説明すると奥さんも納得し、仲
直りをしました。奥さんが言いました、「そういうことだったのね」。
「こういうお話をいたしましたのは、女たちの策略がたいしたものなのだということを
お分かりいただきたいためにほかなりません」。その話を聞いた王は、息子を処刑しない
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よう命じました。
さて、六日目になると、娘が毒を手にやって来て、こう言いました、「ああ、王さま、
悪意に満ちたあなたの大臣たちは、あなたを亡き者にしようとしているのですよ。泥棒に
そうしたように、アッラーはわたしを彼らに勝たせてくださるものと信じていますわ」。
すると、王が言いました、「それはどういうことだ？」彼女は言いました、「こういう話で
す、王さま、
（16．愛妾の第五の物語　［ライオンと泥棒］ 猿　simia）
大きな（商人の）一団が、ある村のそばを通りました。そして、その近くで一夜を明か
すことにしたのです。その村の近くには泥棒たちがいて、おまけに風雨で天気が荒れてい
ました。村人たちが一団の人たちにこう言いました、「商品と荷獣を一か所に集めて、盗
まれたりしないよう自分たちで守ったほうがいいですよ」。
さて、夜になると、ライオンが現われ、激しい雨と雹を避けて、荷獣の間に入り込んで
きました。さらにひとりの泥棒が、一頭盗み出そうと、荷獣に近寄って来たのです。とこ
ろが、ライオンより太ったみごとな荷獣を見つけることができませんでした。真っ暗闇の
せいで、それがライオンだということには気がつきませんでした。泥棒はライオンを引き
ずり出すと、またがりました。
〔第七〇夜〕すると、ライオンはこう思いました、「こいつは、村人たちが番人と呼ん
でいるやつに違いない」。どのライオンも番人につきまとわれることを恐れていたので、
そのライオンも泥棒を乗せたまま逃げ出し、とうとう朝になってしまいました。やがてラ
イオンはおおきな木のそばを走り抜けました。すると、泥棒はその一本の枝にぶら下がっ
て、ライオンから逃れたのです。
そのあと（ライオンと）出会った猿が、こう言いました、「どうしたんですか、ライオ
ンさん、恐怖にうろたえたりして？」（ライオンが）言いました、「夕べ、番人につかまっ
て、朝になるまで引きずり回されたんだ」。猿が言いました、「で、その番人というのは、
どこにいるんです、ライオンさん？」（ライオンが）言いました、「あそこの木の上だ」。
そう言うとライオンは、猿が何をするのかと（思って）、その場で待っていました。猿
は木のそばへ行きました。それが人間だと知った猿は木に登って行き、男の頭の上に登っ
て、ライオンに合図をしました。ライオンは歩いて木に近づいて行きました。ところで、
猿には二つの大きな睾丸があって、それがちょうど泥棒の頭の上にぶら下がっていたので
す。泥棒がそれを手で思いっ切り握り締めると、猿は叫び声をあげて気を失い、とうとう
死んでしまいました。そこで、泥棒は猿をライオン目がけて投げつけました。猿が死んだ
のを見たライオンは、一目散に逃げ出し、「ありがたい、やっと猿を殺した番人から逃げ
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ることができた」と言いました。こうして泥棒は（木から）降り、ライオンの難を逃れる
ことができたのです。
「わたしも、破滅をたくらんだ猿に泥棒が勝ったように、あなたの悪意に満ちた大臣た
ちに勝たせてくださるよう、アッラーにお願いするわ」。そう言って毒を取り出すと、言
葉を続けました、「わたしに悪事を働いたあなたの息子よりもわたしのほうが正しいと認
めて下さらないのなら、わたしはこの毒を飲みます、そうしたらあなたはわたしの（犯す）
罪に、ずっと負い目を感じることになるでしょう」。信徒たちの長
ア ミ ー ル
は娘が毒を飲むのを恐
れて、息子を処刑するよう命じました。
すると、第六の大臣がやって来て、若者を留置しておくよう命じると、王のもとへ赴い
て、こう言いました、「ああ、王さま、もしあなたにお子がおられなかったら、あなたは
アッラーに、どうか息子をお授け下さいと懇願なさったことでしょう。それなのにどうし
て、他に子がおられないというのに御子息を処刑するよう命じられたのですか？　それも、
女たちの言葉が嘘に塗り固められていることはすでにお分かりでしょうに、真実を述べて
いるのか、嘘をついているのかも分からぬ女の言葉に乗せられた挙句なのですぞ。こうい
う話を聞いたことがあります。
（17．第六の大臣の第一の物語　［漁師と王］ 魚は雄か雌か　piscis）
漁師が魚を王に献上しました。その魚が気に入った王が、四千ディルハム与えるよう命
じると、お妃がこう言いました、「あなたのしたことといったら！　たった一匹の魚に対
して、漁師に四千ディルハムを与えよと命じたのですよ、真珠を持ってくる人には、いっ
たい何を与えよと命じるつもりなんですか？」すると王が言いました、「どうしたらいい
だろう？　このわしがそう命じてしまったのだ。与えよと命じてしまったものを取り返す
わけにはいくまい」。そこでお妃が言いました、「明日また来たら、こう言っておやりなさ
い、『そのほうが持ってきた魚は雄か雌か？』って。もし『雌です』と答えたら、『雄を持
って来るまでは、そのほうに用はない』と言うのです。もし、雄だと言ったら、雌を持っ
て来いと言うのです」。
翌日、同じ漁師が（また）王のもとに現われたので、妃に言われたとおりに聞いてみま
した。すると、漁師はこう答えたのです、「アッラーが信徒たちの長
ア ミ ー ル
さまに平安をお与え
くださいますよう。あれはふたなりでして、雄でも雌でもございません」。すると王は笑
い出し、彼に四千ディルハム与えよと命じたのです。
漁師がそのお金を持って退出しようとしたとき、一ディルハムが床に落ちました。その
ままにしておくのがいやで、漁師はそれを床から拾い上げました。すると、それを見たお
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妃がこう言ったのです、「あの漁師はなんてずうずうしいんでしょう。大金の中からたっ
た一ディルハム落ちただけなのに、それをわれらの家臣のひとりのためにそのままにして
おくのをいやがるなんて」。そう言われた王は漁師からお金を取り戻す気になりました。
そして、御前に呼び戻すと、こう言いました、「莫大な数の中からたった一ディルハムが
宮殿に落ちただけなのに、そのままにしておくのをいやがってかがみ込んだな」。すると
漁師はこう答えたのです、「アッラーが王さまに栄誉をお与えくださいますように。硬貨
にあなたさまの尊い御名が刻まれているのを見ましたものですから、足で踏みつけられた
りしないよう、あなたさまに敬意を表して床から拾い上げたのでございます」。
それを聞いて王は、さらに四千ディルハムを与えよと命じ、都の門に、「まこと、女ど
もの不従順さゆえに」と刻ませたのです。
〔第七一夜〕大臣は言葉を続けました、「アッラーが王さまに栄誉をお与えくださいま
すように。女たちのずる賢さや策略について伝え聞いていることがございますので、それ
をお話しいたしましょう。こういう話です、王さま、
（18．第六の大臣の第二の物語　［作り物の象］ ケーキの象　elephantinus）
ある男が畑を持っていました。男が畑仕事をしている間、奥さんが鶏肉とひよこ豆で食
事を作って、それを籠に入れ、夫のところに持って行きました。ところが、少し行ったと
ころで泥棒たちに襲われて、隠れ処に連れ込まれ、次々と犯されてしまいました。その中
のひとりが籠の中のひよこ豆をとり、それで象を作って、またもとのとおり籠に戻してお
いたのです。やがて置き去りにされた奥さんは、どんな細工が施されているのか知らぬま
ま、籠を手に取って、夫のもとへと向かいました。
夫が言いました、「何を持って来たんだ？」奥さんは籠を夫の前に置きました。蓋を開
けた夫はひよこ豆の象を見つけ、籠から取りだすと、こう言いました、「こりゃ、いった
い何なんだ？」
それを見た奥さんは、泥棒たちの仕業だと気がついて、ずる賢さと策略をめぐらせて、
こう言いました、「象があなたを踏みつける夢を見たのよ。夢占い師に尋ねたら、ひよこ
豆で象を作って、それをあなたに食べさせなさいって勧められたのよ」。夫は感謝し、そ
の言葉を信じて、食べ始めたのです。
「こういうお話をいたしましたのは、王さま、女たちのずる賢さが途方もないものだと
いうことをお分かりいただくためにほかなりません」。その話を聞いた王は、息子を処刑
しないよう命じました。
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さて、七日目になると、娘はこう思いました、「もし今日中に処刑されないと、明日に
は口をきいて、わたしが殺されてしまうことになるわ。王子が口をきく前に、いっそのこ
と死んでしまおう」。
そこで、手元の財産を手に取り、それを貧しい人たちに分け与えて、たくさんの薪を持
ってきてくれるよう頼みました。それが集まるとその上にすわり、薪に火をつけるよう頼
んだのです。そのことを耳にした王が言いました、「手遅れにならんうちに彼女を助け
ろ！」そして、息子を処刑するよう命じたのです。
すると、第七の大臣がやって来て、若者を留め置いておくよう命じると、王のもとを訪
れて、こう言いました、「王さま、真実を述べているのか、嘘をついているのか分からぬ
女の言葉を真に受けて、御子息を処刑なさるのですか？　女たちの言葉に従って行動する
など、思慮分別のある者のすることではございません。こういう話を伝え聞いております、
王さま、
（19．第七の大臣の第一の物語　［無に帰した願い］ 三つの願い　nomina）
ある男に精
ジ
霊
ン
の仲間がいて、何か願い事があると、それを叶えてやっていました。とこ
ろが、日々のうちのある日のこと、その仲間がこう言ったのです、「あんたとお別れしな
きゃならなくなったんで、願い事を叶えてくれる呪文を三つ教えてやるよ、願い事をしさ
えすればどんなことでも叶えてもらえるからな」。そう言うと呪文を教えました。
男は悲しみに沈んだ顔で奥さんのところに行くと、そのわけを話しました。奥さんはこ
う言いました、「運が向いてきたじゃないの」。すると男が言いました、「お前は、至高な
るアッラーに何を頼んで欲しいんだ？」。奥さんが言いました、「男にとって、女以外に興
味を引くものはないでしょう、だから、あなたの体をおちんちんでいっぱいにしてくださ
いって、いと高きアッラーにお願いしなさいな」。そこで男がお願いすると、その願いは
聞き届けられました。ところが、それを見た男は後悔したのです。すると、奥さんがこう
言いました、「悲しむことはないわ、まだ呪文は二つ残っているのよ。二つ目の呪文で、
それを全部取り去ってくださいって、アッラーにお願いすればいいじゃない」。
〔第七二夜〕男がアッラーにお願いすると、全部がなくなってしまいました。ひとつも
残らなかったのです。後悔している男に奥さんが言いました、「あと一つ呪文が残ってい
るじゃない、たとえ曲がっていてもいいから、最初にあったものを返してくださいって、
いと高きアッラーにお願いしなさい」。男がお願いすると、曲がってよじれたやつを返し
てくださったのです。
「こうして男（が教えてもらった）呪文は無駄な使い方をして消え去ってしまったわけ
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ですが、それはすべて女たちの言いなりになったことが原因だったのです。女たちの策略
やずる賢さについても伝え聞いていることがございますので、それをお話しいたしましょ
う。こういう話です。
（20．第七の大臣の第二の物語　［女たちの策略を研究する男］ 女たちの悪知恵Ia
ingenia Ia）
女たちの策略やずる賢さについて研究している男がいました。それを探し求めて出かけ、
ある村へとやって来ました。そこで男はこう言われたのです、「灰の上で、塩を入れない
大麦パンを食べながら四〇回の朝を迎えるまで寝起きしないと、とてもそこまでは到達し
ないだろうね」。男は言われたとおりにしました。そうして、女たちの策略について教え
てもらったことをすべて書き留め、ついにそれを一冊の本にまとめ上げたのです。
国に帰る途中、男はたまたまある村に立ち寄りました。村人たちが男に気づきました。
ちょうど宴会のために食事を作ったところだったので、村人たちは男を招き入れました。
人々の輪の中に入った男を見たその家の主人が、こう言いました、「あなたはどなたです
か？」男が言いました、「通りがかりの者です。これこれこういうものを探し求めてかく
かくしかじかの国から来たのです。塩なしの大麦パンを食べながら、灰の上で寝起きして、
四〇回の朝を迎えたんですよ」。その話を聞いた主人は同情し、その手を取って奥さんの
ところに連れて行くと、事情を話しました。そして、澄んだブイヨンと、何か頭を落ち着
かせるものと、手足や血管に活力を与えてくれるものを食べさせて、元気になるようにワ
インを飲ませてやってくれ、と頼んだのです。
しばらくして、どんなことを知っているのかと尋ねた奥さんに、男は、女たちの策略や
ずる賢さについてなら（何でも）知っていて、それを一冊の本にまとめ上げたんです、と
答えました。奥さんは、男がおろか者であることに気がつきました。そこで、男をすわら
せ、食べさせたり、飲ませたりし始め、やがてこう言いました、「女だったら、あなたに
隠し事をしてはいけないわね、だって、あなたは女たちの策略やずる賢さを知り尽くして
いるんですものね。教えてあげるわ、夫のことなんだけど、もう何年もわたしと寝ていな
いのよ。あなたは進歩的な人だと思うし、あなたはわたしで、わたしはあなたで欲望を満
たすことができるから、してちょうだい」。すると、男が言いました、「もちろんです」。
そう言うと男は奥さんのそばに行きました。そして、胸の上に乗りかかって、まさに事を
始めようとしたとき、奥さんが大声を出して叫び、男を脚で蹴り落としたのです。男はそ
の場にのびて、理性も消えうせ、心もどこかへ行ってしまって死んだようになり、恐怖の
あまりに体中がガタガタと震え出しました。
〔第七三夜〕男が（どうなったかですが）、奥さんが叫び声をあげると、村人たちが集
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まって来て、口々にこう言いました、「どうしたんですか？」奥さんが言いました、「この
男
ひと
に食事を出して、それを一口食べようと口に入れたら喉に詰まって、目が両方とも飛び
出してきたものだから、わたしの目の前で死んじゃうんじゃないかと怖くなって、大声で
みなさんを呼んだんです」。男の顔が蒼白なのを見た人々は言いました、「水を持ってきて
くれ！」
そう言うと人々は男を奥さんに任せて、出て行ってしまいました。すると、奥さんが言
いました、「どう思いました？　今のはもうあなたの本に書いてありますか？」男が言い
ました、「いいえ、まったく」。奥さんが言いました、「あなたの努力は無駄だったという
ことなんです」。
そう言われた男は奥さんのところから出て行き、本を燃やしてしまいました。女たちの
策略には誰もかなわないと思い知ったのです。
「こういう話をしましたのは、王さま、女の言うことにだまされて、御子息を処刑した
りしないようにと思ってのことなのです」。それを聞いた王は息子を処刑しないよう命じ
ました。
王子が口を開く
かくして八日目になり、太陽が昇ると、若者が口を開きました、「今日は先生がやって
来る日だ。これまでの日々、ずっと大臣たちが話をしていてくれたから、あの女がまた父
のところへ行って、父が私の処刑を命じる前に、大臣たちがしてくれたことに感謝しなけ
ればならないな」。そう言うと王子は、この七日間ずっと自分に仕えてくれていた奴隷娘
を呼んで、こう言いました、「主席大臣のところへ行って、ここに来るよう呼んできてく
れ」。
奴隷娘は王子の言葉を聞くと喜び、すぐに出かけて主席大臣のところへ行き、その屋敷
に入ると、王子が口をきいて、あなたを呼んでいると伝えました。それをきいた大臣は裸
足で飛び出し、王子のもとに急いで行き、挨拶をしました。王子は、話すことを禁じられ
ていたのだと伝えて、こう言いました、「ありがたいことにアッラーがそなたたちの手を
通して、私を処刑から救ってくださった。そなたたちに感謝するとともに、主の慈悲にも
感謝しているし、（そのことをきちんと）伝えておきたい。もし、アッラーが私の望みを
かなえてくださるなら、そなたたちは、私がそなたたちとともに最善のことをなすのを見
ることになるであろう。ところでそなたには、父のところへ行って、アッラーの敵である
あの女が父に勧めてまた私の処刑を命じる前に、私が口をきいたということを知らせてほ
しいのだ」。
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〔第七四夜〕主席大臣は急いで王のもとへ行き、御子息が口を開きましたぞ、と知らせ
ました。すると、（王が）言いました、「すぐに連れて参れ」。
さっそく大臣と、王の召使いが出かけて行き、王子を父のもとへと連れてきました。王
子が王のもとに行くと、王は息子を抱きしめ、その手を握りしめ、それから両の目の間に
キスをして、二人はいっしょに泣きました。やがて王が言いました、「ああ、息子よ、わ
しがそなたを処刑しようとしていたこの七日間、そなたが口をきくことを妨げていたもの
は何だったのだ？」王子が言いました、「アッラーが王に平安をお与えくださいますよう。
わが師が、この七日間、口をきかぬよう勧めたのです。ところが、あの娘が私を怒らせる
ようなことを言ったので、私は師の命令を忘れてしまったのです。私は娘に、『七日間は
話すことを禁じられているんだ』と言ってしまったのです。それを知った娘は、私が秘密
を暴露してしまう前に私を殺す以外にないと思ったのです。しかし、私は、法学者たちを
集めてくださり、皆の前で私たちが話すことができるよう、王さまにお願いします」。王
子のその言葉をきいた王は非常に喜び、こう言いました、「アッラーのおかげでわしはそ
なたを授かり、また、殺さずに済んだ」。
それから王は学者
ウラマー
たちに会議を開けと命じました。師のシンドバードも王の御前にやっ
て来て、挨拶をしました。そこで、王が言いました、「この七日間、そなたはどこにいた
のじゃ？　そなたの命令のせいで、わしは息子を殺すところだったのだぞ」。すると、師
が言いました、「あなたは、ありがたいことに、賢明であられます。賢明な者は性急に事
を処してはならないのです」。王が言いました、「ありがたいことにアッラーがわしにお慈
悲をおかけくださり、不当にも息子を殺してしまうようなことをせずに済んだのだ。しか
し、もし処刑してしまっていたとしたら、その罪が誰にあるのかを教えてはくれぬか。師
（たるそなた）にか？　それともあの娘にか？　それともわしにか？　あるいはまた、七
日間口をきいてはいけないということを星の中に見ていながら、そのことをわしに教えな
かった占星術師にか？」すると、ある学者が言いました、「王さま、師には罪はありませ
ん。なぜなら、王さまが彼に、期日を一時間たりと遅れてはならぬという条件を付けたか
らでございます。しかしながら、罪は王さまにあると言えます。真実を述べているのか嘘
をついているのか分からぬ女に惑わされて、御子息を処刑せよと、来る日も来る日も命令
なされたからです」。すると、別の学者が立ち上がって、こう言いました、「王さまに罪は
ありません。罪は、御子息といっしょに来なかったばかりか、星に見たことを王さまにも
知らせず、七日間が過ぎ去るまで御子息を見捨てていた師にあるのです」。そのあと、（ま
た）別の学者が立ち上がって、こう言いました、「師には罪はありません。罪は、御子息
のことで嘘をつき、理由もなくその死を望んだあの娘にあります」。すると、（さらに）別
の学者がこう言いました、「王さまには罪はございません。なぜなら、この世には女がか
もし出す魅力に勝るものはありませんし、互いにこすり合わせれば火を発するにもかかわ
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らず、白檀と樟脳より冷たいものもこの世にはないからです５」。
〔第七五夜〕その学者が話をやめると、シンドバードが言いました、「王さま、私は御
子息に学問をお教えすることはなかったのですが、この世に御子息ほど学識のある者はひ
とりとしておりません。それはアッラーのおかげでございます、王さま」。
すると、王が息子に言いました、「そなたはどう思うのじゃ？」（王子が）言いました、
「悪い人は感謝するということをほとんど知らないものですが、私はアッラーを誉めたた
え、師に感謝いたしております。師については良いこと以外には何も言えません。ですか
ら、わが師が私の教育に努力しなかったなどと言うことのないよう、アッラーが私をお守
りくださいますよう」。
それを聞いた王はアッラーを称賛し、誉めたたえました。それから、息子のことで嘘を
ついた娘を連れて来るよう命じました。やがて、御前に連れて来られると、（王が）言い
ました、「なぜそなたはあのようなことをしたのじゃ？」（娘が）言いました、「アッラー
が信徒たちの長
ア ミ ー ル
に平安をお与えくださいますよう。御承知と思いますが、人間にとっては
自分よりいとおしいものはありません。わたしが御子息に言ったのは、ただ口をきいてほ
しいと思って言ったことだけなのです。それなのにものすごく怒りだしたものですから、
殺されるのではないかとわが身が心配になり、悪魔
シャイターン
に心を支配されてしまったのです。わ
たしは自分の罪を認めます」。
それを聞いた王は娘を放免するよう命じ、赦しました。それから、師のシンドバードに
莫大な褒美を与えるよう命じ、大臣たちにも同じように贈り物をしました。
こうして皆は、避けることのできぬ確実な死が訪れるまで、楽しみに満ちた生涯を過ご
したのです。
諸世界の主アッラーに称えあれ。
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